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免責事項

本書には、山一電機株式会社（以下「当社」という）に関連する予想、見通し、目標、計画等の将来に関する記述が含まれてい

ます。

これらは、当社が現在入手している情報に基づく、本書の作成時点における予測等を基礎として記載されています。また、こ

れらの記述のためには、一定の前提（仮定）を使用しています。これらの記述または前提（仮定）は主観的なものであり、将来

において不正確であることが判明したり、将来実現しない可能性があります。

このような事態の原因となりうる不確実性やリスクは多数ありますが、これらに関する追加情報については、当社の有価証券

届出書、有価証券報告書、決算短信等をご参照下さい。

なお、本書における将来情報に関する記述は上記のとおり本書の日付時点のものであり、当社は、それらの情報を最新のも

のに随時更新するという義務も方針も有しておりません。

また、本書に記載されている当社ないし当グループ以外の企業等にかかわる情報は、公開情報等から引用したものであり、

かかる情報の正確性・適切性等について当社は何らの検証も行っておらず、また、これを保証するものではありません。
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【１】山一電機について

【２】2011年3月期第2四半期累計決算

【３】2011年3月期業績見通し
　
【４】今後の成長戦略について

ご説明内容
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【売上高構成比】

※FY2009

テスト　　　　　

ソリューション

コネクタ　　　　　　
ソリューション

ＰＶソリューション　
（太陽光発電）

その他　　
（光・EMS）

34%

46%

1%

19%

●創立５４年の接触機構部品メーカー

バーンインソケット（世界ｼｪｱ40%）の大手
コネクタはメモリカード、高速伝送に強み
太陽光発電関連事業の立上進捗中

●海外比率

売上比率５５％、生産比率８０％
グローバルネット開発・生産・販売を展開
海外マネージメントは現地化率が高い。

山一電機について

●概要

本社　　　　東京都大田区

設立　　　　1956年11月1日

資本金　　 10,047百万円 （株式 23,289千株)

従業員数　446名 （グループ 3,851名）

拠点　　　　国内 4社（8拠点）、海外13社（14 拠点）

（2010/9末）
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■テストソリューション事業

・検査用ＩＣソケット
・プローブカード
・半導体テストサービス

■コネクタソリューション事業

・各種コネクタ
・メモリーカードコネクタ
・実装用ＩＣソケット
・ＹＦＬＥＸ
（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾄ配線板）

太陽電池モジュール用
・コネクタケーブル
・ジャンクションボックス

■光関連事業

・光学薄膜フィルタ
・半導体レーザ光源
・光モジュール

■ＥＭＳ事業

・基板実装サービス
・液晶パネル組立

事業および製品紹介

■ＰＶソリューション事業
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中期的な業績の推移

新しい経営体制で経営改革を断行
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現経営体制へ

経営改革

人員削減

LCD装置事業売却LCD装置事業買収

光事業買収

多角化による拡大

億円 ＥＭＳ事業売上　　　　　　　　　
ﾀｰﾝｷｰからｺﾝｻｲﾝで減少

TS事業で　　
最高益達成

営業利益率売上高
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2011年3月期第2四半期累計決算のポイント

収益構造・財務体質が大幅に改善

ＰＬ

ＢＳ

ＣＦ

営業利益が大幅増

・基幹事業（テスト・コネクタ）が大幅黒字

・新規事業（ＰＶ）が大幅増収

安全性改善

営業・財務キャッシュフロー改善
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ＦＹ２０１０の重点施策と進捗状況

５０

１００

億円

FY08 FY09 FY10-1H

137

108

63

29億削減
■固定費

４８

５０

％

FY08 FY09 FY10-1H

■変動費率

５２

１

２

月数

FY08 FY09 FY10-1H

■棚卸保有月数

10

20

30
億円

０．４

０．５

百万円

FY08 FY09 FY10-1H

■人員効率（売上／人月）

2000

4000
人

０．３
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４０

２０

億円

FY09
２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ １Ｑ ２Ｑ

４１

FY10

６０

-3.3
-6.7

５９ ６１

2.2 2.2

７４

4.8

9.3

８０
８０

５

０

-５

１０
億円

５１

１Ｑ

市況回復を確実にキャッチ、経営改革効果が利益に寄与

業績推移（売上高と営業利益）

売上高

期初

予想

８月

予想

実績

売上高 128  148 154

営業利益 4.0 9.5 14.1

経常利益 3.5 5.4 8.7

当期利益 3.0 6.5 8.0

億円

営業利益
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前年同期比で大幅増収・黒字化

損益計算書（１Ｈ）

売上高

売上原価

売上総利益

販売管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

ＥＰＳ（円）

9,278

7,510

1,767

2,768

▲1,000

▲1,392

▲1,127

▲59.4

FY2009 1H

80.9%

19.1%

29.8%

▲10.8%

▲15.0%

▲12.1%

15,444

10,915

4,529

3,123

1,406

870

797

40.5

FY2010 1H

70.7%

29.3%

20.2%

9.1%

5.6%

5.2%

営業外損益

特別損益

為替差損 4.7億円
退職給付制度終了益 2.5億円

+66.5%

+45.3%

+156.3%

+12.9%

前期比

単位：百万円

FY2010注記）
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テスト・コネクタソリューションが貢献

事業別の損益

テストソリューション

コネクタソリューション

ＰＶソリューション

その他（光・ＥＭＳ）

合　計

1H 売上高

FY2009 FY2010 

30

43

1

18

93

53

67

15

19

154

前年比

+74.8%

+54.5%

19倍

+2.0%

+65.5%

1H 営業利益

FY2009 FY2010 

▲4.8

▲1.9

▲1.9

▲0.1

▲10.0

7.4

7.6

0.6

0.2

14.0

前年比

11.2

9.5

2.5

0.3

24.0

単位：億円

※全社費用+他　：　ＦＹ2009　▲1.3　ＦＹ2010　▲1.8　

※ ※
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安全性が改善

貸借対照表

流動資産

現金及び預金

売上債権及び棚卸資産

固定資産

資産合計

流動負債

買入債務

短期借入金

2010.03末

15,659

4,072

10,784

13,027

28,686

11,451

4,191

5,380

固定負債

負債合計

1,326

12,778

純資産合計 15,908

2010.09末

17,662

5,938

10,861

12,854

30,516

12,390

4,102

6,218

909

13,299

17,216

増減

2,003

1,866

77

▲173

1,830

939

▲89

838

▲417

521

1,308
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億円

FY2006 FY2007 FY2008

６４

５１ ５１

６０

１８

３０
１

５０

３５

１２
１３

１３１０

２０

４０

６０

８０

１００

FY2009 FY2010

営業ＣＦ
投資ＣＦ
財務ＣＦ
現預金残高

４１

３

９

売上減で営業ＣＦは
大幅増

７

１８

９

５９

１Ｈ

売上増での営業ＣＦ大幅減をファ
クタリングで補完

１０

公募と自己株処分で
９億円増加

営業ＣＦが改善、財務ＣＦで資金確保

キャッシュフロー
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2011年3月期通期の業績見通し

上期は上方修正、通期見通しは据え置き

FY2009 FY2010
予想

対前年

増減

売上高 212 284 +72
営業利益 ▲6 17 +23
　営業利益率 ▲2.6% 6.0% +8.6p
経常利益 ▲11 11 +22
当期純利益 ▲20 9 +29
ＲＯＥ ▲11.8% 5.5% +17.3p
ＥＰＳ（円） ▲103.9 44.2

単位：億円

円高の影響を懸念

テストソリューション事業
　半導体ﾒｰｶｰの投資の谷間

コネクタソリューション事業
　在庫調整局面にある

ＰＶソリューション事業
　計画どおり増加予定

下期の環境と見通し
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事業別業績見通し

テスト・コネクタ・ＰＶ ソリューションが伸張

テストソリューション

コネクタソリューション

ＰＶソリューション

その他（光・ＥＭＳ）

合　計

売上高

FY2009 FY2010 

72

98

3

39

212

95

118

38

33

284

前年比

+30.7%

+20.5%

13倍

▲14.8%

+34.1%

営業利益

FY2009 FY2010 

▲0.5

2.4

▲4.1

0.8

▲5.5

11.3

9.9

1.2

0.1

17.0

前年比

11.8

7.4

5.3

▲0.7

22.5

単位：億円

※全社費用+他　：　FY2009 ▲4.1　FY2010 ▲5.5　

※ ※
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山一電機
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ＦＹ2008
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ＦＹ2010
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*中期増収率％

営業利益率％

【2009年度実績の業界比較と当社の推移】

縮小

浮上

再成長

N

目指す姿

*過去5年間の増収率
（年率換算） ％

過去

現在

未来

将来展望

収益性と成長を両立させていく

19
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過去・現在・未来：構造改革で利益体質を構築

市況悪化時にも耐えうる体質へ

FY2007－08 FY2010 FY2011～
初めて経験する
２期連続の赤字

損益分岐点を
引き下げる
●人員削減
●組織改革
●経費圧縮

経営陣刷新

FY2008

新たな未来を築く

体質改善により
生き残る体制を
作り上げる
●事業構造強化
●地域強化
●ﾌｨﾘﾋﾟﾝ工場強化

テスト・コネクタ・ＰＶ
の３つの軸＋新規事業

グローバル
販売・開発体制

生産は中国／ﾌｨﾘﾋﾟﾝ＋α
他社との提携

-10.0

0.0

20.0

1.半導体不況でも利益を出せる体質
2.利益率の向上

FY10FY08FY00

構造改革

営業利益率％

FY2009

目指す姿
未来現在過去
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・テストソリューション
・コネクタソリューション
・PVソリューション

： 高シェアを活かし、着実に利益を確保する
： 高速伝送分野を軸に成長
： 開発・生産体制をグローバルに展開

過去・現在・未来：3つの柱で成長・収益化

目指す姿未来FY2010現在

PV
成
長
性

収益性

テスト

コネクタ

その他

過去

FY2006

FY2006 ⇒ FY2008

FY2008
PV

コネクタ

テスト

成長性は過去3年の増収率、収益性は営業利益率（償却前）
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ＰＶソリューション

基幹事業

微細加工・評価技術

高電力・高信頼性技術　　　

先進デジタル・高速高周波伝送技術

コネクタソリューションテストソリューション

メカ、電気、熱、シミュレーション技術　　　　　

高速伝送技術・評価技術・ＹＦＬＥＸ技術・光モジュール技術　
　山一コア技術

高速伝送コネクタ・ＹＦＬＥＸ 光送受信モジュール

参入・拡大

　　サーバ・ルータなどのデータテレコム市場

　　薄型ＴＶ・カーナビなどの民生系市場

グローバルネットワーク

事業成長に向けたコア技術
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サーバー用多極メザニンコネクタ １００Ｇイーサー CFPコネクタ CXP規格準拠光ケーブルコ

ネクタ
Advanced MC コネクタ

事業成長に向けた新たなエンジン：コネクタ

高速伝送設計・評価技術とＹＦＬＥＸをベースにデータテレコム・車載市場へ

ﾎﾞｰﾄﾞtoﾎﾞｰﾄﾞ

FPC/FFC

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

ｶｰﾄﾞ

同軸

AV家電

◎

○

◎

携帯電話

◎

ＰＣ

○

◎

ｱﾐｭｰｽﾞ

○

◎

車載

○

◎

○

◎

◎

ﾃﾞｰﾀﾃﾚｺﾑ

○

○

ＦＡ・ＯＡ

○

YFLEX ◎ ◎ ◎ ○ ○
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事業成長に向けた新たなエンジン：ＰＶ

市場拡大の著しいＰＶ事業に注力

Ｊ-ＢＯＸ、ケーブル＆コネクタ

アジア
開発／製造／販売

欧　州
開発／製造／販売

北　米
開発／販売

山一電機の強み

地域密着のマーケティング

世界３極体制での開発・販売

出展：産業タイムズ社、日経ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ0.97
1.92

4.54 4.30

8.07 8.67
9.65

12.04

1.20

3.72

4.08

4.28

4.96

0.50

1.44

1.48

1.65

1.87

0.80

2.33

2.72

3.51

5.73

24.6

19.1
17.0

15.5

6.85.6

2.61.6

0.00

5.00

10.00

1,500

20.00

25.00

30.00

2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年

Others
JAPAN
USA
EU

単位：MW
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■　目　的　

　　　コネクタ・PV（太陽光発電）関連を中心とする生産強化　

　　　チャイナリスクへの対応

■　主な投資先

　　○　フィリピン工場の拡張→コネクタ・ＰＶ製品の生産ライン設置　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

　　○　ドイツ工場の設備増強→ＰＶ製品増産

　　○ 中国工場の自動化・合理化投資→人件費高騰リスク対応　

公募増資の資金の使途について

成長とリスク回避に使用

成長・収益性の改善を通じ

　　　　　　企業価値・一株当たりの株主価値の向上を図る。
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グローバルに成長できる企業に進化する

中国

ヤマイチエレクトロニクス U.S.A. Inc.

社長 Alfred S. Muranaga
　

ヤマイチエレクトロニクス ドイッチェランドGmbH
ヤマイチエレクトロニクス ドイッチェランド マニュファクチャリングGmbH

社長 Helge Puhlmann

ヤマイチエレクトロニクス　シンガポール Pte. Ltd.

社長 Justin Ng
プライコンマイクロエレクトロニクスInc.

会長 Alfred G. Pacho   社長 Nelson C. Perpetua
山一電子（深圳）有限公司

亜洲山一電機工業株式会社

社長 李 聖旭

責任者はローカルマネジメントを登用
販売子会社に開発機能を持たせ技術陣を配置
顧客の近くにあるべき機能は各地域拠点を強化

欧州 北米

シンガポール

韓国

フィリピン

中国

海外拠点でのローカルマネジメント化
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ご清聴ありがとうございました。


